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2波浪条件

 波浪観測が行われていない海域では、近隣の波浪観測資料と波浪変形計算によっ
て当該海域の波浪を求めるか、波浪推算シミュレーションを実施し波浪を求めることが多
い。

検討対象海域の波浪資料

波浪再解析データ
 近年、米国のNOAAや日本国の気象庁等では、第3世代波浪推算シミュレ－ションに
よる波浪の再解析データを公開しており、利用することができる。

 ここでは、波浪再解析データについてデータを取得し整理した結果を紹介する。



3気象庁(JMA) GPV

項目 内容

ダウンロード先 http://database.rish.kyoto-u.ac.jp/arch/jmadata/gpv-original.html

ダウンロードデータ 沿岸波浪数値予報モデルGPV（CWM）

データ範囲
日本近郊
（北緯20～50度、東経120～150度）

格子系（緯度，経度） 0.05度×0.05度（格子数601×601）

単位
波高[m]、周期[秒]、波向[度]、
海上風東西成分[m/s]、海上風南北成分[m/s]

データ間隔
初期値00、06、12、18UTC（１日４回）、
予報時間　72時間予報（３時間間隔）

取得期間
2002年5月～2018年11月
※2007年11月から、データの配信回数が４回（00,06,12,18UTC）

沿岸波浪数値
予報モデル
GPV(CWM)
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8波浪再解析データの検証
下記波浪資料を比較し、再解析値を検証する。
 波浪再解析データNOAA(WW3)とJMA GPV
 波浪観測資料 NOWPHAS藍島
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13波浪再解析データの検証

下記波浪資料を比較し、再解析値を検証する。
 波浪再解析データNOAA(WW3)とJMA GPV
 波浪観測資料 NOWPHAS藍島

波浪再解析データについて、観測値と比較し検証した。対象期
間は平成29年（2017年）とした。
波浪再解析データは、JMA GPVとNOAAはほぼ同様な波高であ
り、観測値のNOWPHAS藍島と若干の違いはあるものの、概ね
NOWPHAS藍島の観測波高に近いといえる。
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